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4.1.1.3.1.両唇破裂音/p,也/

(1無声の両唇破裂音/p/

平良方言の/p/は､擦準語のハ行子音/h/に対応してあらわれるが､これは､

古代日本語では-行の子音が 暮pであったと推定されているので､その ◆pが保存さ

れているとみるべきもので､日本語のふるい姿をのこしている｡

(棟準語との対応をしめすときに母音の長短を無視することがある｡)

標 準 語 平良方言

/ha/- /pa/ 〔pana〕花､藤､ 〔pana〕去､〔pama〕 浜

/hi/ - /pl/ 〔pSTlgi〕髭､ 〔psldal)左､〔psltu〕人
/hu/- /f/ 〔fni〕船､ 〔fta;tsl〕二つ

/he/- /pi/ 〔pi:〕･庇､ 〔pira〕へら､ 〔pidzl〕肘

/ho/ - /pu/ 〔pumi〕骨､ 〔pu=〕帆､穂

注)奥舌のせま母音/u/と結合する/p/が摩擦音/i/になるのは､上村1989

のいう rおしひろげ｣現象による昔龍変化であって､つよい呼気によって唇がお

しひろげられた結果､破裂音/p/が摩擦音/i/に変化したのであろうo[摩

擦音/f/の項参凧｡]

古代日本語の語中のハ行子音/p/は､ ｢ハ行屯呼晋｣とよばれる晋訊変イヒによっ

て､/W/をへて消失したとかんがえられでいるが､さきにものべたように､他の打

者諸方首のはあいと同様に､語中の/p/は消失するのが刷 1Jだが､/I)/を伽〟す

るばあいがある｡

〔japa:メapa〕柔らかい､ 〔kup･a:klJPa〕敬い (湘缶rこはし｣

に対応)､ 〔apa:apa〕味が蒋い (rあはLJに対応)､ 〔o:pa〕JI'･f

菜､ 〔kotapa〕不具者(片端[カタ∧]に対応)､

〔upu:upu〕大きい(古語 ｢おはし｣に対応)

擦準語との対応では､/b/であらわれるはずだが､つぎの2掛ま､/p/があら

われている｡いずれも/p/に先行するのは､撫声の成節的なす曹〔s〕である｡こ
の 〔守)の影響によって後椀する 〔b)が撫声子音化したのであろう .
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(a早pさ1〕遊ぶ､ 〔maspSl〕なすび

その他の語例

/pl/〔pSnga:〕此奴 (地名)､ 〔pslgurukaZl〕冷たい､

rp81kaTvn〕光､ 〔psISara〕平良 (地名)､ 〔psTSuma〕昼間

/pi/〔pi211〕針､ 〔pindZa〕山羊､ 〔aspi〕遊べ

〔piJi:piJi〕寒い､ 【piJi〕干潮､ 〔pita〕下手

/pa/〔panata〕虚､ 〔pani〕羽､ 〔aspa〕遊ぼう (勧誘)

〔posa7Tl〕はさみ､ 〔pgtu〕鳩､

/pu/〔pundai〕わがまま､ 〔pu之1〕掘る､ 〔rp二purja〕草城具

〔puka〕外､ 〔pvki〕ほこり､

/pi:/ 〔pi:〕庇､ 〔pi:ttSa〕少し､ 〔pi=gama〕笛､

/pa:/ 〔pa:gatsl〕海綿､ 〔Da=〕祖母､ 〔japa=japa〕柔 ら

かい､ 【kupa:kupa〕堅い

/po:/ 〔po:〕iUう､ 〔po :tsa:〕料臥 (包丁に対応)､ 〔po =kSl〕

符､ 〔仔u叩PO:〕ゴボウ

/ptl:/ 〔pu:rO:mam i〕さや豆､ (upuニuPu〕大きい

(2げ.T3!Tの南柏破裂B･/b/

甲良加 -1の両絹のイnit憾 晋/b/は､機単語の/b/に対応してあらわれるはか､

舌代日本語のり行子音/W/に対応してあらわれる｡

聯 語 平良方言

/ba/ - /ba/ 〔basa〕芭蕉､

/bi/ - /bl/ 〔dabZl〕茶毘 (葬式)､ 〔ibZl〕伊勢海老

/bu/ - /U/ 〔auL)a〕油､ 〔kuu〕昆布(こぶ)

/be/- /bi/ 〔nabi〕鍋､ 〔junabi〕夜なべ

/bo/ - /bu/ 〔tslbu〕壷 ､

注)奥舌せま母音/u/と結合した/bu/は､成節的な子音/v/ 〔Y〕に変化

しているOこれは ●pu-fの音韻変化とパラレルに起きた音韻変化であろう.

[摩 擦 音 /v/の項参風,]

また､古代日本語のり行の子音/W/が平良方言で/b/に変化している｡これは､
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さきにものべたように,つよい呼気が原因でおきた変化で､他の宮古諸方言､あるい

iお＼東山諸方言､与那国島方言､すなわち､南琉球諸方言に共通にみられる現象であ

るC

標準語 平良方言

/W.a/ - /ba/ 〔bara〕藁､ 〔bana〕農､ 〔ba2;1〕割る､

/wi/ - /bl/ 〔bZl:〕亥 (十二支)､ 〔bi3i〕坐れ (命令形)

/we/ - /bi/ 〔bjuこ1〕酔う､ 〔bigu2㌧〕えぐる

/wo/ - /bu/ 〔buba〕叔母､ 〔butu〕夫､ 〔わu:nu〕斧

語中のり行子音/W/は､ほとんどのばあい､消失してしまっている｡ 棲準語のば

あい､ ｢わ｣にかぎって､語中の/W/を保存しているが､平良方言のばあい､その

語中の ｢わ｣の/W/も脱落している｡母音によっては､/W/の前後の母音が融合

している｡ (ただし､ . 語中の ｢ゑ｣ に対応する語例は見つかっていない)

あわ (泡) 〔a:〕､せわ (心配) 〔Ja:〕､たわら (俵) 〔ta=ra〕

あゐ (藍) 〔ai〕､なゐ (地震) 〔nai〕､

さを (竿) 〔so=〕､あを (育) 〔o:〕

語頭に/p/のあらわれる単語が振合語の後要素になるとき､迎絢によって/p/

が/b/に変化する｡

/pana/花 - /akabana/ハイビスカス (赤花)

/puni/骨 - /ju叩buni/腰骨

/pa:/歯 - /maiba:/前歯､

標準語との対応が不明な単語で､語頭に有声破裂曹/b/をも つ 語 が み ら れる.

〔bataf〕へそくり､ 〔biygassa〕くわずいも (楢物) 〔babjaJ

鯛の一種､ 〔baDkSn〕桑の実､ 〔biraf〕慨の概

その他の語例

/bl/ 〔bZlda:bZlda〕低い､ 〔bZlgu〕いぐさ､ 〔kabZ1〕唆ぐ

〔kabZl〕紙､ 〔tabZ=l〕旅､ 〔jubZl〕吸う
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/bi/ 〔bidu〕餌､ 〔bikiduTrl〕男､ 〔bigo=bigo=〕くすぐ

ったい､ 〔jarabi〕子供 (童)､ 〔kubi〕壁､ 〔uibi〕指

/ba/ 〔bakSlda〕朕臭､ 〔baia〕腹､ 〔baZ;1:baZl〕悪い､

〔gabaSu:〕曾祖父､ 〔saba〕草履､ 〔naba〕垢､

/bu/ 〔budza〕叔父､ 〔bus〕勇ましい人 (武士)､ 〔bututuZl〕お

ととい､ 〔nubui〕喉､ 〔tslbu〕壷 ､

/bl:/ 〔bBl:)坐る､ 〔b2:ュ:kup11Zu〕ヒラメ､ 〔nabZl:nabZl〕

す べっこい､

/bi:/ 〔bi=1〕 トンボ､ 〔bi:ngu〕オオ-マポウ (植物)

/ba:/ 〔baニki〕ざる､ 〔ba=ki〕ざる､ 〔Jiba=Jiba〕狭い

/bo:/ 〔bo=〕丑名の一つ､ 〔bo:Ji〕帽子､ 〔bo :dzl〕坊主

/bu:/ 〔bu=〕麻 (ノカラムシ)､ 〔bu=gl)砂糖きび､

往)棚 IJ的ではないが､宮古括方言では､b一g､あるいは､g-bの変化がみら

れる｡

b･gの例 〔fg宕1〕首､ 〔tslguS〕膝[ツケシ]｢名義抄｣]

g一寸bの例 〔kabZl〕喚ぐ

4.4.1.1.2.前舌破裂音/I , d/

前舌と硬口重とで調音される平良方言の破裂音には､無声破裂音の/t/と有声破

裂音の/d/がある｡いずれも前舌面と歯茎から硬口蓋にかけての部分とのあいだに

閉鎖を形成して調音される破裂音である｡

(1)撫声の前舌破裂音/t/

/ t/ と 標準語の子音との対応はつぎのとおりである｡

標 準 語 平良方言

/ta/ - /ta/ 〔ta=〕田､ 〔taki〕竹､ 〔k尋ta〕肩､

/te/ - /ti/ 〔ti:〕手､ 〔tiD〕天

/to/ - /tu/ 〔tuq〕鳥､ 〔tura〕寅､ 〔atu〕跡
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標準語の夕行子音のうち､イ段と中段の音節の子音は破擦音であらわれる｡平良方

言も榛準語と同様に破擦音であらわれるので､破裂音/t/があらわれるのは､タ行

のア段､エ段､オ段の音節においてである｡

その他の語例

/ti/ 〔tiy〕投げる､ 〔tida〕太陽､ 〔tiDdzaku〕鳳仙花､

〔miZ1ti〕三年､ 〔叩 :ti〕六年､ 〔mumuti〕百年

/ ta/ 〔taykja=〕一人､ 〔tatarn〕畳､ 〔t争Lsl)巌 (十二支 )

〔S争ta〕砂糖､ 〔fta〕蓋､ 〔叩ta〕土､

/ iu/ 〔tunaka〕卵､ 〔tugja〕錬､ 〔tudZり 宴､ 〔tul] 鶏

〔butvtuZl〕おととい､ 〔ututu〕弟妹

/ti二/ 〔pSっti=tsl〕ひとつ
/ ia:/ 〔fta=tsl〕ふたっ､ 〔fta:2;1〕ふたり､ 〔!ta:ra〕下方

/to:/ 〔to;〕誰､ 〔toニYVa〕台所､

/tu=/ 〔tu=〕とお､ 〔tu=ti〕十年､ 〔tu:tu:〕速い､

(2I有声の前舌破裂音/d/

標準語のダ行子音のう･ち､イ段とり段の音節の子音は破擦音であらわれる｡平良方
言も標準語と同様に破擦音であらわれるので､破裂音/d/があらわれるのは､ダ行
のア段､エ段､オ段の音節においてである｡

楼準語 平良方言

/da/ - /da/ 〔da早〕出汁､ 〔pSldal〕左

/de/ - /di/ 〔sudi〕柚､ 〔udi〕腕

/do/ - /du/ 〔duru〕裾､〔kadu〕角

語頭で/t/であらわれる単語が勘合語の後要素になるとき､迎軸によって/也/
であらわれる｡

/ta:ra/ - /ma2;Ida:ra/米俵

/Li=/手 - /katadi:/片手
/tus/年 - /aradus/新年

その他の語例
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/di/ 〔a叩dira〕縄で編んだ髄の-啓､ 〔idiZ;1〕出る､

/da/ 〔dajaf〕棟梁､ 〔dakkjo=〕ラッキョウ､ 〔叩daZl〕破る

/du/ 〔du専〕友人､ 〔dufkSlgiニ〕デイゴ､ 〔paduZ･l〕 雀､

/di:/ 〔di:Pgu〕梯槽､ 〔k等tadi=〕片手､

/deニ/ 〔gude:gukku〕鶏の鳴き声 (擬声語)

/da:/ 〔malda:ra〕米俵､ 〔sda=Sda〕涼しい､

/dor/ 〔do:dzl]上手､

/duT/ 〔du:〕胴､

4.1.1.3.3.軟口蓋破裂音/k//g/

日加J汀の炊Fl苫破裂符/k/

平良方言の/A/は､原則として､壊準語の力行の子音/k/に対応してあらわれ

る｡ その対応l鳩係はつぎのとおりである｡

横坤:urL 平良方言

/ka/ - /ka/ 〔kaga叩〕銃､ 〔kad3i〕風､ 〔t争ka〕鷹､

/ki/ -/kS1/ 〔kSlmu〕肝､ 〔kSIO〕宕物､ 〔kSlnu:〕昨日

/ku/ - /r/ 〔Fsa〕串､ 〔ifsa〕戦､ 〔ftsl] 口､

/ke/ - /ki/ 〔kita〕桁､ 〔t尋ki〕竹､ 〔S尋ki〕酒

/ko/ - /ku/ 〔kui〕声､ 〔muku〕婿

/ku/ - /f/ 〔ftsl〕ロ､ 〔fmu〕雲､ 〔fsl〕櫛､

注 ) 擦 準語の/ku/に対応するのは､成節的な子音の 〔日 である｡これは宮古

渚 方 言 ､あるいは波照間島方言などのいくつかの八重山諸方言に共通にみられる

ものである｡

/ku/は軟口蓋に調音点をもつ破裂音/k/と唇のまるめを特徴とする奥舌

母音/u/とがむすびついた音節であるが､このときの声道の形は､唇を調音点

とする子音/p/と奥舌せま母音/u/が結合した音節/pu/の声道の形に近

似していて､/pu/-/f/と同様に､つよい呼気によって軟口蓋での閉鎖が

｢おしひろげ｣ られ､そのつよい呼気を唇と下歯とでの ｢ふんばり｣で 〔日 に

なったものであろう｡[摩壊音/f/の項参照｡]
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その他の語例

/kl/ 〔kSlrP〕黍､ 〔kSldaikuni〕人参､

〔kSIS〕切る､ 〔kSlpada〕服装､

/ki/ 〔kiy!〕煙､ 〔kinai〕家庭､ 〔kio〕蹴爪､ 〔kidzl)傷

〔kiJiZl〕煙管､ 〔kitsl〕白子､ 〔kiJii〕著せる

/ka/ 〔kaja〕茅､ 〔kab名1〕紙､ 〔karadzl)髪､

〔k等ku〕癌､ 〔k尋tSa〕蚊帳､ 〔k争Sa〕笠､ 〔k魯ta〕バ ッタ

/ku/ 〔kuba!mja〕甲イカ､ 〔kuba〕クバ､ 〔kubi〕壁､

〔ktIPa=kupa〕堅い､ 〔kvkunuka〕九日
/kl :/ 〔kSl:baこ〕牙､^重歯､ 〔kSl:ru〕黄 色､

/ki:/ 〔ki=Jitsl)啓争､ 〔ki:uZl〕胡瓜､

/ka:/ 〔ka:ma〕むこう､ 〔ka:tuZl〕コウモリ､ 〔ka:ra〕瓦､

〔ka:gi〕容貌､ (ka:rnata〕ヒキガエル

/ko:/ 〔ko:koて〕貧しい､ 〔ko:ko:〕軽い､ 〔ko ニdzl〕 軌 ､

〔ko:!〕菓子､

/ku=/ 〔ku:〕来い､ 〔ku:muja〕ゴキブリ､ 〔ku:ru〕独楽､

(2楕声音の軟口蓋破裂音/g/

平良方言の/g/は､原則として､標準語のガ行の子音/g/に対応してあらわれ

る｡その対応関係はつぎのとおりである｡

捺単語 平良方言

/ga/ - /ga/ 〔kagarp〕銃､ 〔pagam a〕釜 ､

/gi/ - /gl/ 〔rpga1〕右､ 〔rg之1〕釘､ 〔m u gal〕 炎 ､

/gu/ - /U/ 〔do=U〕逝具､

/ge/ -/gi/ 〔pSっgi〕髭､ 〔kagi〕彬､
/go/ - /gu/ 〔guma〕胡麻､ 〔gu叩PO:〕 ゴ ボ ウ

荏)標準語の/gu/に対応するのは､/U/てある｡ この変化も上記のku)f

の変化に準ずる｡[摩擦音/V/の項参風｡]

無声破裂音/k/ではじまる単語が坂合語の後要素 になったとき､御 者化して､

有声破裂音/g/かあらわれる｡これはいわれ る ｢迎軌 の現象である｡
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〔kami〕蛮 > 〔mi叩gam i〕耳付きの瓶､

【ki:〕木 ノ 〔maLslgir〕松の木

〔ku:〕扮 > 〔mamiguニ〕豆の粉

標準語との対応が不明な単語で､語頭に有声破裂音/g/をもつ語がみられる.

〔gaba:gaba〕古い､ 〔gadSarP〕蚊､ 〔gi=ra〕しゃこ貝

〔gi等k凡〕ススキ､ 〔gura〕喉仏､ 〔go:ra〕にが瓜

その他の語例

/gl/ 〔tugZl)研ぐ､ 〔〇gZl〕抜く､ 〔DagZl〕剥ぐ

/gi/ 〔ginno:〕げんのう

/ga/ 〔gabaJu:〕曾祖父､ 〔gaba叩ma)曾祖母､ 〔gabjo=

gabjo)痩せた､ 〔gama〕洞穴､ 〔gadzlmagi:〕植樹

/gu/ 〔guJi:〕御神酒､ 〔gusukubi〕城辺 〔gurukuN〕

ダルクン､ 〔guJaN〕杖

/gi:/ 〔gi:〕びり､ 〔叩 :gi:〕芋の茎

/ga:/ 〔ga:na〕アヒル､ 【ga=!〕蝉､ 〔pslga:〕比嘉 (地名)

〔aga:ta〕ずっとむこう､

/go:/ 〔nigo:)磁う､ 〔pagoニ〕きたない

/gu:/ 〔gu=pu〕膚

4.4.1.4.破擦音

平良方言の破坊音/C/ 〔dz)､/Z/ 〔dZ〕は､いずれも前舌音である./C/

は無声音で､/Z/は有声音である｡

(i)軸声の前舌破瀬音/C/

/ci/ - /cl/ 〔tsl!〕血､ 〔叩tSl)道､ 〔ftsl〕口

/cu/ - /cl/ 〔tslka〕柄､ 〔tslm i〕爪､ 〔tslnu〕角

その他の語例

/cl/ 〔tslga〕升､ 〔tslguZっ〕乱聾
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〔tsltu〕土産､ 〔tslkSIJu〕月､月夜､ 〔LsIPapa〕蕗

/ci/ 〔ftSirp=〕朽ち芋 (病気の芋)

/ca/ 〔tsaqkl〕削る､ 〔k争tSa〕蚊帳

/cu/ 〔叩tSu〕味噌

/cl :/ 〔atsl :atSl]暑い

/ca:/ 〔po :Lsa:〕包丁

/co:/ 〔rptso:〕味噌は､ 〔k争tSO=〕蚊帳を

/cu=/ 〔tsu=tsu=〕強い､ ･〔katsu=〕幾筋､ 〔TTltSu:〕味噌を

(2)有声の前舌破擦音/Z/

平良方言において有声破擦音/Z/は､ザ行の各段､ダ行のイ段､り段の音節の子

音に対応してあらわれる｡いわゆる四つ仮名の区別がなく､.いずれも/z 1/ に統一

されている｡標準語との基本的な対応は以下のとおりである｡

標 準 語 平良方言

/za/ - /za/ 〔dzaskSl〕座敷､ 〔kud乞ara〕小皿

/zi/ - /zl/ 〔dzlmami〕落花生(｢地豆｣に対応) 〔Ludzq)む
/zu/- /zl/ 〔midzl]水､

/ze/- /zi/ 〔kadsi〕風､ 〔dSio〕銭､

/zo/ - /zu/ 〔kudzu〕去年､ 〔rpdzu〕柵､

その他の語例

/zl/ 〔dzlbup〕時分､頃合い､ 〔d21maYVa〕脳､〔dT.～iu〕m炉

滋､ 〔adZlm a:adzlma〕Lh､

/Zi/ 〔dSip.〕膳､ 〔a由 ikuja〕シャコ山

/za/ 〔dzaka〕じゃこうねずみ､ 〔kadZa〕災い､ 〔kadza糾tIu)山

下､ 〔ffudzaia〕ET.砂拙､ 〔adza〕兄､ 〔bu･舶a)的父

/zu/ 〔d2uri〕酌婦､ 〔mudzu叩〕 盟 む

/zl:/ 〔dZl :〕地面､ 〔d21:〕縛､ 〔舶 1:guru〕地盤

/ zo :/ 〔d20 :kaZl〕いい･､ 〔舶o : 〕 門 ､ 〔PudZ0:〕地fJ入れ､

/Za=/ 〔adza:〕兄は､ 〔bu舶a: 〕 叔 父は

/ zu:/ 〔d2u:〕尾､ 〔dzuニ〕さあ (勧誘の感動詞)､ 〔dzu:miga〕

おたまじゃくし
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4.4.1.5.摩顔昔/f,V,S,h/

平良方言の樫凄音は柵声摩擦音の/S//f//h/､有声摩擦音の/v/であるO

/f//V/は唇歯昔で､/ら/は舌先音､/h/は声門昔である｡声門摩擦音/h/

は､語例もすくなく､例外的､r周辺的なものである｡

4.4.1.5.1.唇歯摩擦音/f//V/

日脚 の聯 感音/f/

これまでの詞壷で/f/が舌先母音/1/と結合した用例をみつけることはできな

かった｡平良方言の/i/と標準語の子音との対応はつぎのとおりである｡

機印譜 平良方言

/ku/ - /f/ 〔ftsl),ロ ､ 〔fmu〕雲

/hu/ - /f/ 〔fni〕船､ 〔fta=tsl)二つ

噸舌の挟駄許'uと結合する ●pが摩擦音/f/や/h/になるのは､宮古八重山

化であー7て､幼い呼馳 こよって柄がおしひろけられた結果､破裂音pが摩擦音 〔f)

に変化したのであろうC

また､ ●kur-がf卜 となる｡ 'ku>■fu>fのようにしてできた 〔f〕

の彫轡 (進行同化)によって後続する -ru､ -raの 〔r〕が摩擦音化したもので

ある｡

槙 準 語 平良方言

/kuro/-/∫どu/ 〔ffukal〕黒い

/kura/-/ffa/ 〔ffakal)暗い､ 〔maffa〕枕

音節をひらく位置 (C2 )にたっ摩擦音/f/は､かならず2拍以上のながい音節

内にあらわれる｡/ど/が音節をひらく位置にきて､みじか母音と結合するときには､

その音節のまえにCtとしての 〔日 があり､C2 として語頭 (あるいは音節頑)に

たっときには､なか母音と結合するのか原則である｡
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① 〔ffatsl]鍬､

② 〔fo =〕食べる､

〔ffi〕イカの墨､ 〔ffu〕閉じる

〔fa=D〕食べない､ 〔fi:q〕呉れる

その他につぎのような語例がある｡

/f/ 〔fsa〕草､ 〔i∫sa〕戦､ 〔to=f〕豆腐

/fi/ 〔ffi〕イカの墨､ 〔ffitaltSlkl〕先月

/fa/ 〔ffaDtSa〕野甘草､ 〔miffasa〕妬ましさ

/fu/ 〔ffugi〕陰毛､ 〔ffubuki〕煤､ 〔ffukani〕鉄

/fi:/ 〔fi;bi=〕与える側

/fa:/ 〔ffa:ffa〕暗い

/io:/ 〔fo=bi=〕食べる伽､ 〔ffo=ffu〕黒い (程度強調の形)

/どu:/ 〔fu:dzqki〕はうずき､ 〔ffu..ffu〕黒い

(2)有声の唇歯摩擦音/v/

平 良方言の/v/と標準語の子音との対応はつぎのとおりである｡/V/も舌先母

音とl胡宕合しないようである｡

標 準 語 平良方言

(】)/bu/- /v/ 〔ayva〕油､ 〔pau〕蛇(｢-プ｣ に対応か)

(2)/gu/- /v/ 〔doてU〕道具

その他に次のような語例がある｡

/v/ 〔yva〕おまえ､ 〔ti叩PaU〕虹(｢天の蛇｣に対応)

〔maLJkja:)前､ 〔yvaia:〕おまえたち

/va/ 〔ayva〕油､ 〔yva〕おまえ､ 〔yvaLa:〕おまえたち

/vi/ 〔ayvi〕免れ

/vi:/ 〔jaYvi:〕破れて

/va:/ 〔L)a=〕豚､ 〔LJa:bi〕上､ 〔t)a:tslk$1〕天兄

〔ayva:ayva〕脂っこい

〔LJa:〕豚､ 〔L)a=bi)上､などの語例にみられる/v a/ は これ まで/ w

a/のように言己述されることが多かったが､このときの子雷は上下の唇 を調 音点 と し

て発音されるのではなく､上唇の内側と下の歯とが触れるか触れないかぐらいの せ ば

めをつくって発話される唇歯の厚地昔てあるが､樺捗がよわくほとんどきこえない｡
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口もとを注意深く観察していなければ､/W/に間違えてしまう｡この/V/ 〔｡〕

は､話者によって/W/に変化してしまっていることもある｡また､/vva-/の

ように語頭に子音/v/がかさなるとき､最初の/v/は呼気もあまり強くなく､摩

機もよわいので､ 〔u〕のようにきこえることもあるが､このときも依然として上歯

と下唇とのあいだにせばめが形成される｡これは両唇をまるめる母音 〔u〕とはちが

うものてある｡この摩擦のよわい 〔U〕も/V/のバリアントである.

4.4.1.5.2.如声の舌先摩擦音/S/

平良方話の/S/は､標準語のサ行の子音/S/に対応してあらわれるoその対応

関係ほっぎのとおりである｡

ぼ印譜 平良方言

/sa/- /sa/ 〔sota〕砂糖､ 〔sara〕皿

/Ji/- /S/ (早ma〕島､ 〔is〕石､ 〔!ta〕下､ 〔pus〕星

/su/- /S/ lsTP)A

/SC/- /si/ 〔JikiD〕世間､ 〔aJi〕汗

/so/- /su/ 〔sudi〕柚､ 〔fsu〕兼､吟

鮮 語の/sir-/が平良方言で/ss-/ 〔!S-〕となる.

/siro/- /ssu/ 〔宇Sukal〕白い､ 〔passa〕柱

/sira/- /ssa/ 〔spsarp〕しらみ

これは第一音節目の h 〕の影響による順行同化の結果である｡平良方言をはじめ

とする宮古諸方言の流音の 〔r〕はさまざまな条件のもとで先行する音節､フォネー

ムの影軌 こよって変化をこうむりやすく､他の子音フォネームに変化しているO

その他につぎの語例がある｡

/S/ 〔!sap〕知らない､ 〔stil〕捨てる､

/si/ 〔Jina〕シジミ､浅柵などの小さな月､ 〔Jiodaogi=〕栴檀

〔JipJiご〕先生､ 〔Jikitaoayva〕石油

/sa/ 〔saba〕草履､ 〔sana〕傘､ 〔kasa〕笠､ 〔sabl〕錆

-93-



〔S争ta〕砂糖､ 〔S魯kama〕坂､ 〔saki〕酒

/su/ 〔suba〕側､ 〔suba〕ソバ､ 〔sunul)モズク

〔svku〕底､ 〔fsvku〕不足､ 〔sIJkara〕塩辛い

/si二/ 〔Ji=tu〕生徒､ 〔guJiこ〕神酒､ 〔piJi:piJi〕寒い

/sa:/ 〔saニju=〕白歯､ 〔sa:ru〕かまきり､ 〔asaニaSa〕浅

い､ 〔fsa:isa〕臭い

/so:/ 〔soこ〕竿､ 〔so:ga〕生妻､ 〔soニ ju〕 督油､ 〔 s o ニk i 〕

ザル､ 〔sso=Ssu〕白い (程度強調の形)

/su:/ 〔su:〕潮水､ 〔su:〕野菜､ 〔suこdi〕しよう

〔Ssuニ!Su〕白い､ 〔pSISu:PSISu〕広い

4.4.1.5.3.声門摩擦音/h/

以止の摩擦音/S//f//V/のはかに､きわめて少数であるが､撫声の声門摩

擦音/h/を有する単語が串良方言にもみられる｡離 語の/h/に対応する平良方

言の子音は､/p/なので､原則的には､声門摩擦音/h/はあらわれないはずであ

るが ､ つ ぎ のような感動詞や外来の単語に/h/がみられる｡

〔ha=i〕よびかけのことば､ 〔hai〕よびかけのことば

〔ha:ri:〕旧暦五月四馴 こ行われる巴胤船齢 の行TJT

〔haku∫u〕白蒔､ 〔h i :d3i:〕ふだん､ 〔hup〕本

注) 〔h u中〕本の発音について､話者たちは､ rフとホのrlJ問の首で､フでもな

ければ､ホでもない｡｣と話してくれた｡宮脚 舟符のいう州池的な rフ｣と

は 〔f)のことであるから､ 〔わu)をこのように感しるのであろう｡

4.4.1.6.鼻音/m,n/

鮮 度 万富の鼻藩には､両唇音の/m/と舌先菅の/∩/がある｡/m//∩/とも

にC.･C2 ･C,の虻掛 こくることができるO鼻音も舌先母懲/1/とは純金しな

いようである｡
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(1)両唇の鼻音/m/

平良方言の/m/は､原則として､標準語のマ行の子音/m/に対応してあらわれ

る｡その対応的係はつぎのとおりである｡

麟 語 平良方言

/ma/ - /ma/ 〔mai〕前､ 〔mami〕豆

/mi/ - /mi/ 〔mi叩〕耳､ 〔mi;tsり 三つ､ 〔m idzり 水

/TTl/ 〔7mtSl)道､ 〔叩tSu〕味噌､ 〔m irp〕耳

/mu/ - /mu/ 〔muku〕婿､ 〔mugzっ〕麦､

/叩/ 〔rpni〕胸､ 〔T71ニtSl]むっつ

/me/- /mi/ 〔mir〕目､ 〔ami〕雨､ 〔jumi〕嫁

/mo/ - /mu/ 〔mumu〕腿､ 〔mutsl〕餅､ 〔fmu〕雲

C.の仕掛 こくる 〔ql)は､どんな子音が後続しても､両唇の鼻音である.これは

招叩l語や奄R沖軌方汚郡の掛普Nが後統する子音の調音点に同化してあらわれるのと

おおきくことなっている｡

rFq内 職…那賢 〔叩Pa〕いやだ､ 〔guTPpO二〕ゴボウ

〔叩ba〕いやだ､ 〔ju叩buni〕肋骨

恥キ 【叩ma〕母

舌先 破裂音 〔rrlti〕満杯､ 〔叩ta〕土､ 〔aTPdira〕魚髄

〔叩dui〕巳年､ 〔a叩dira〕魚寵

舌先 敬嫉昔 〔叩tSl〕道､ 〔TrltSu〕味噌

〔叩dzlmunu〕まずいもの､ 〔TTldzu〕溝

摩擦音 〔叩Suna〕ふだんそう (野菜)

曲管 〔rTlni〕胸､ 〔TTlnagu〕砂､ 〔叩naka〕真ん中

奥舌 破裂音 〔a叩kuni〕魚を捕る竹簡

〔arrlgai〕あぐら､ 〔ka叩gi〕馬のたてがみ､鶏冠

その他の語例

/m/ 〔midu叩〕女､ 〔叩na〕皆､ 〔叩nagu=〕砂

/mi/ 〔midurp〕女､ 〔minaka〕庭､ 〔mitSa=zl1〕三人

〔imi〕夢､ 〔sa叩miD〕計算､ 〔kami〕亀

/ma/ 〔maykja=〕真向かい､ 〔manata〕蛙､ 〔ma育fa〕枕
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〔kama〕むこう､ 〔sma〕相撲､ 〔ja=ma〕八重山

/mu/ 〔munu211〕ことば､ 〔mumuti〕百年､ 〔mu!su〕廷

〔smu〕･下､ 〔jumunu〕鼠

/mi:/ 〔mi=〕穴､ 〔mi=u宇〕雌牛

〔imi:imi〕小さい

/ma:/ 〔ma=ma〕;継母､ 〔ma=su〕塩､ 〔ma二名l〕唖

〔ama=ama〕甘い､ 〔kuma:kuma〕細かい

/mo :/ 〔mo =ki〕儲け

/mu:/ 〔mu:〕ホンダワラ (海草)

〔umuニ〕思う､ 〔kamu:〕かまう

(2盾先の鼻音/n/

平良方言の/n/は､原則として､標準語のナ行の子音/n/と対応してあらわれ

る｡その標準語との対応は､つぎのとおりである｡

標 準 語 平良方言

/na/ - /na/ 〔nabi〕鍋､ 〔na=〕名､ 〔pana〕鼻､花

/ni/ - /ni/ 〔ni:〕荷､ 〔ni:〕子 (十二支)､ 〔kani〕金

/D/ 〔dS玉串〕お金 (｢銭｣に対応)

/nu/ - /nu/ 〔nunu〕布､ 〔nudu〕喉

/D/ 〔i称〕犬､ 〔kSl中〕潜物 (｢きぬ｣に対拡)

/ne/ - /ni/ 〔ni:)椴､ (ani〕姉､ 〔fmi〕鮒

/no/ - /nu/ 〔kSlnu〕昨日､ 【nunu〕布

C )の他配にくるrpが後椀する子音C2に同化せず､いかなる細管 点 の 予 背 を も後
焼させるのに対して､C2の子晋が両蟻を調音点にする子守であ る と き ､ pは C l に

くることができないという制約がある｡また､秋口選を調晋点とす る 7･古 が 後 椀 す る

ときの実際の 〔中〕の音価は 〔り)である｡

〔pdza〕どこ､ 〔Pnama〕今

〔tyg㌔〕凍､ 〔Pkjaf〕海ぶどう (せんなり11'る･梅串の一概)

その他の語例

/n/ 〔omutsl〕由､ 〔73kjaf]センナリズタ(海将)､〔PdZa〕どこ
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〔Dg名1〕とげ､ 〔如 ja=D〕昔

/ni/ 〔nibuta〕できもの､ 〔nigo:〕シャコ月､ 〔ni!〕北

〔niy〕寝る､ 〔niy:niy〕遅い､ 〔niJlgip〕人間

/na/ 〔naba〕垢､ 〔na叩〕汝､ 〔naka〕中､ 〔nada〕涙

〔kanamaZl〕頭､ 〔rpnagu〕砂､ 〔panata〕崖

/nu/ 〔nu名13u:〕糸､ 〔nubui〕首､ 〔nukugZl:〕のこぎり

〔kanu〕あの､ 〔Jlnulsl〕命､ 〔nu有:nuf]温かい

/mi=/ 〔ni=ka〕遅く､ 〔ni=k81〕寝息

/na:/ 〔na:〕名､ 〔ukSlna:〕沖縄

/no:/ 〔no=〕何､ 〔no:早〕直す､ 〔no=2;1〕実る､ 〔√i:no=〕

飾

〔k81nu:〕咋El

4.4.1.7.流 窟 /r/

平皿方百の紙 背 は､ほじ轟音の/r/である｡平良方言の流音/r/は､古代日本

的とfrq棚に段別として語軌 こたたない｡また､先行するせま母音/ i//u/の空気

力学的な彫軌 こよって､同化現象をうけて､嘩擦昔に変化していて､本来/r/があ

らわれる単語も減っていて､語例はおおくない｡

平良方言の/r/は､原則として､榛準語のラ行の子音/r/に対応してあらわれ

る｡その対応関係はつぎのとおりである｡

模準語 平良方言

/ra/ - /ra/ 〔sara〕皿､ 〔tura〕寅

/ri/- /1/ 〔pial〕針､ 〔tu2;1〕鳥

/ru/ - /1/ 〔juZュ〕夜､ 〔sa2;1〕申

/re/ - /ri/ 〔kuri〕これ､ 〔arari〕電

/ro/ - /ru/ 〔fkuru〕袋､ 〔duru〕泥､ 〔iru〕色

その他の語例

/ri/ 〔pari〕畑､

/ra/ 〔bara〕藁､ 〔garasa〕カラス､ 〔aparagi〕美人
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/ru/

/ri=/

/raニ/

/ro:/

〔jarabi〕子ども (童)､ 〔mara〕男性性器

〔kSl :ru〕黄色､ 〔ukiru〕起きろ､ 〔tatiru〕建てろ

〔ri:〕例､ 〔ri:〕利子､ 〔jaburiニ〕破れて (中止形)

〔puri=puri〕馬鹿な

〔araニ〕外､ 〔sukara:sukara〕塩辛い

〔aro:〕洗う､ 〔baro:〕笑う､ 〔naro=〕習う

〔piro:〕つきあい､ 〔kSl :r･0 :kSl :ru〕費色いの強調形

/ru=/ 〔suru=〕揃う､ 〔maru=maru〕短い

4.4.1.8.半母音/j/

平良方言の半母音は､前舌の/j/のみである｡標準語や北琉球諸方言にみられる

半母音の/W/は､宮古諸方言や八重山請方言､与那国方言などの南琉球諸方言では

/b/に変化している｡また､かつて平良方言に/W/が存在するかのようなぎ己述が

みられたが､それはおそらくC2の位置にくる唇歯の摩擦音/U/を観察しそこなっ

たものであろう.筆者もかつておなじまちがいをしている｡おそらく､他の宮古渚方

言の 〔W〕もこの/I)/の聞き取りそこねたものであろう.あるいは棟単語の彫軌 こ

よって､あるいは方言内部の自然な音朝変化によってあたらしく/W/に変化したも

のであろう｡

平良方言の/j/は､原則として､脚 語のヤ行の子音/j/に対応してあらわれ

る｡その対応関係はつぎのとおりである｡

標準語 平良方言

/ia/- /メa/ 〔jama〕山､ 〔j.a笈っ〕蛤､ 〔kaja〕ぷ

/ju/- /ju/ 〔juニ〕脇､ 〔ju叩〕弓､ 〔maju〕JD

/jo/- /ju/ 〔jumH 嫁､ 〔juk$1〕 斧 (よさ)､ 〔juku〕雌

その他の語例

/ ja/ 〔japa:japa〕柔らかい､ 〔jai:iai〕痩せた (形容詞)

【jadu〕戸

/ ju/ 〔juda〕枝､ 〔judal]鍵､ 〔juni〕繋､ 〔juY〕粥

〔juZl〕夕食､ 〔j.unu〕同じ､ 〔jusarabi〕夕方
/ ja:/ 〔ja=〕家､ 〔jaILsl]八つ､ 〔ja:ni〕来年､ 〔ja:申〕
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飢健､ rja:di〕家族､ 〔ja:ti〕八年

/jo :/ 〔joてZl〕お祝い､ 〔jo:ra〕腰､ 〔jo:ka〕八日

rjo ニ〕硫黄､ rjo:jo=〕弱い

/ju:/ 〔ju:na〕ユウナ (植物)､ 〔ju:tsり 四つ､ 〔ju:sa〕

プランコ､ 〔ju=duri〕夕凪､ 〔ju=ka〕四日

4.4.1.9.口歪音化を特徴とする子音フォネーム

平良DL_-Tの口数晋化を特徴とする子音フォネームは､以下のものである｡

/j,pj.bj.tj,dj,kj.gj.fj.vj.sj,mj,nj.rj/

平良方Jのrl定番化を特徴とする子音フォネームは､対応する口蓋音化を特徴とし

ない子･汚フォネームとのベアをつくっている｡
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f:I散剤 ヒを特徴とする子lfT･フォネームのうち/j/はペアになる口蓋音化を特徴と

Lr.L'い17-1押フォネームをもたないが､この/j/は口盃音化を特徴とする子音フォネ

ームとロ矧 ヒを特徴としないフォネームのむすび目になるもので､五十音図では､

/∫/をふくむ音節は直音の系列にふくまれている｡

語末に前舌せま母音/i/がくる平良方言の名詞は､格助辞 トju〕と､とりた

て助辞 トja〕がつくと､語幹兼の母音と助辞が融合して口蓋音化した子音フォネ

ームがあらわれる｡

〔nabi〕鍋

〔puti〕癌

〔sudi〕抽

〔saki〕 酒

〔kag日 影

〔ffi〕イカの塁

〔nabjuニ〕鍋を

〔putju=〕癌を

〔sudjuニ〕柚を

〔sakju:〕酒を

〔kagiuこ〕影を

〔ffju:〕墨を
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〔nabja:〕鍋は

〔putja=〕痔は

〔sudja=〕柚は

〔sakjaニ〕酒は

〔kagja:〕影は

〔ffja:〕墨は



〔aJi〕汗

〔kad3i〕風

〔mam i〕豆

〔puni〕骨

〔pari〕畑

〔aJu=〕汗を

〔ka由u:〕風を

〔mamju:〕豆を

〔punju=〕骨を

〔parju=〕畑を

〔aJa:〕杵は

〔ka由a:〕風は

〔mamja:〕豆は

〔punja:〕骨は

〔parja=〕畑は

語例はすくないけれども､榛準語の口蓋音化を特徴とする子音フォネームに対応し

てあらわれるばあいがある｡その単語のおおくが湊語に由来するものである｡

漢語 〔tSa:〕お茶､ 〔tSu=dzara〕中皿､ 〔kjo :dai]兄弟

〔pja:ku〕首､ 〔dSu:〕十､ 〔gjo ニritsu〕行列

和語 〔kju:〕今日､ 〔tSuTdzlgani〕洗面器 (手水金)
1

先行する前舌せま母音/i/の影管で口蓋音化する例が､すくないけれども､みら

れる｡この先行する前舌せま母音/i/による口蓋音化は､15世紀に琉球王府によ

って編暮された ｢おもろさうし｣にもっともよくみられるもので､奄美方言や沖孤方

言にもみられるものであるが､これらの奄美沖組方言群に比較すると､平良方言をは

じめとする宮古諸方言にはあまりみられないようである｡

〔ikja〕イカ､ 〔pgja:pgja〕苦い

/pja/ 〔pjayna〕平安名 (地名)

/pja:/ 〔pja=pja:〕早い

/pju:/ 〔pju=Zl〕日取り

/bja/ 〔bjaf'u!〕排作用の年､ 〔kubjasuma〕甲イカ

〔babja〕鯛の一種

/bメa:/ 〔nabja:ra〕へちま､ 〔uibja:〕掴は

/bjo :/ 〔gabjo:gabj･o:〕痩せている (形専詞)

/bju:/ 〔bju二･Zl〕酔う､ 〔uibju:〕指を

/tja:/ 〔mutja:〕分は､ 〔asatja:〕明後日は

/tju=/ 〔mutju:〕分を､ 〔asatju=)明後口を

/dja:/ 〔idja=D〕出会わない､ 〔udja:〕腕は

/djo :/ 〔idjo:〕出会う

/djo :/ 〔udjuニ〕腕を
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/kja/ 〔ikjama〕池間島､ 〔ikjarakaZl〕少ない､ 〔Dkjaf]セン

ナリズタ (海草の一種)､ 〔中kjadura〕荷JH取 (地名)

/kja=/ 〔taykja:〕｢人､ 〔okja二〇〕昔､ 〔kjaこgi〕イヌマキ (木

の種類)､ 〔kja:宇〕消す

/kjoニ/ 〔dakkjo=〕ラッキョウ

/gja/ 〔tugja〕嫌､ 〔gupgja〕おんぶ､ 〔ogjama!〕うるさい

〔pgjaZil〕胆養､ 〔tslgja〕鹿をとる仕掛け

/gja=/ 〔nagja:f〕長く (副詞)

/gju:/ 〔kagju:〕影を

/†ja/ 〔ffjam a〕来 間 島

/fja:/〔ffja:〕 (イカの)軌 ま

/fju:/ 〔ffju :) (イカの)塵を

/vja/ 〔yvjam a等〕萩ましい

/sja:/ 〔√a:ka〕早朝

/sjo:/ 〔Jo:gael)正月､ 〔Jo=Jiqlmami〕緑豆

/sju:/ 〔Ju:)祖父､ 〔Ju:kaJ?〕小寒 く二十四節季のひとっ

/cja/ 〔tSabata〕展観

/cja:/〔kuitSa:〕クイチャー (踊りの名称)､ 〔nacja;ra〕海人草

/cjo:/ 【tSo:kj〕茶 諦け

/cju:/ 〔tSu:k,1〕急須

/zja/ 〔d3agu〕雑魚

/zja=/ 〔d3a:Dna〕だけ (形式名詞)､ 〔dSa=na〕同士

/zjo:/ 〔d30 :tO=〕上等､ 〔d30ニbuo〕もういい､ 〔dS〇 二gu〕上戸

/zju=/ 〔dSu:〕十､ 〔dSu:gatSl]十月､ 〔d3u=rukunitsl]

十 六 日 (小正月)

/mja/ 〔rTlmja2:1〕いらっしゃる

/mja:/ 〔mja:ku〕宮古､ 〔mj･a:rabi〕女郎､ 〔a2'1kSlmja=〕歩き

比べ､ 〔baka2h ja=〕奪い合い､ 〔tuZlmja:〕取り合い

〔i叩mja:〕クラゲの一種

/mju:/ 〔mju:tu〕夫婦､ 〔mju=Zl〕姪甥､ 〔mju;ni〕船の敬称

/nja/ 〔onjada〕まだ (副詞)､ 〔onjapi〕もっと

/nja:/ 〔nja:D〕軌 ､､ 〔nja二bi〕真似､ 〔njaこnja:da〕薬指

〔junja二〇〕晩､ 〔i㌔nja:〕酉の家

/nju:/ 〔fnju:〕船を､ 〔punju:〕骨を
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/rja/ 〔irPburja〕海狂い

/rja:/ 〔ararja=〕零は､ 〔parja=〕畑は

/rju=/ 〔ararju:〕零を､ 〔parju:〕畑を

4.4.1.10.唇音化を特徴とする子音フォネーム

平良方言の唇音化を特徴とする子音フォネームとして､かぞえあげられるものは､

/W,加,kw/のみっつである｡/W//は､不安定なフォネームで､/kw//印/ち

沖縄諸方言に比較して､語例もすくなく､周辺的なフォネームである0

首里方言

英子 〔kwa:Ji〕

子 〔kl押a〕

枕 〔makkwa〕

カボチャ 〔nal〕kwa=〕

呉れる 〔kwi:N〕

肥料 〔加e:〕

平良方言

lko:!]

〔ffa〕

〔ma∫fa〕

〔naDko=〕

〔fi:㌔〕

lffail

/kwa/ 〔kwa叩pa〕喪主のきる棒状の衣服 O

/gwa/ 〔gwaN jaku〕丸痕､ 〔gwaN Su〕光机

4.4.2.なが子音フォネーム

平良方言の子音フォネームには､そのf昔一個だけで2モー引rI)にかぞえること

のできる､ながい子音フォネームかあるo平良方言のなか(･冊フォネームは､tf)叫僻

妙音の長い子音/V:/､鼻音の追い子晋/叩:/､/p:/であるO

/V:/ 〔U:!〕節 (首里方言 〔gu:Ji〕に対応)

〔iyTiy〕Biい

/rn=/ 〔rp:〕さつま芋､ 〔ql:nun)芋緋り､ 〔FTl:gi:〕'F:の堪
〔ja叩 :ja叩〕痛い､

/中:/ 〔○:kal]似ている､ 〔中:D :〕似ている (i2語形)
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4.5.単 語のフォネーム-音節構造

lモーラのみじかい音節をOで､2モーラのながい音師を(=)でしめすと､平良方

言の単語のフォネーム-音節構造はつぎのとおりであるC平良方言には1音節 1モー

ラの禅語はなく､虫小の音節構造の単語は､1音節2モーラである｡

珊 散 リズム構 造 ～フォネ-ム構 造 語 例

1昔時語2珊 語 ○ Ⅴ: /aニ/泡､ /i=/胃､/u=/追う

CVて /mi:/目､/ti二/手､/bu二/緒
C= /mニ/芋､ /V:/売る､/n=/うん

∞ VCV /ica/板､ /udi/腕､
CVCV /naba/垢､/mill/水､
CCV /ffa/子､ /mta/土､/nka/糠
VC /im/海､ /un/鬼､ /af/菓子
CVC /kuV/昆布､/mum/蚤､/kan/蟹

○くつ VCV: /ara:/外 /ino=/内海
CCV: /ffa:/子は､/mmaこ/祖母は

CVCV:VcrCV.C: /butu:/夫を

○ ○ VごⅤ /a=,i/いいや (返事)､/u=1/瓜､
CV=Ⅴ /maニ1/壇､ /fi=1/呉れる
Ⅴ=CV /urdu/布団､/a=sa/あおさ (海草

CV:CVV.:CC=CV /ka:ra/瓦､/ja:su/飢健./m=ku/膿､. /m:mi/熟して
C:C /V=S/串､ /SニⅤ/冬瓜
CV=C /to:f/豆腐､/mja二m/無い
CCCV /ftca/鯨､ /mtca/道は

○ ⊂⊃ ⅤニⅤ: /〇二〇:/青い
CV:CV / jo:jo=/弱い､/tu=tu=/遠い
C=CV= /mてgi:/芋の茎
C=CVV /n:ka1/似ている
CCCVこ /ftca=/鯨は
CV=C= /ni:m=/煮芋
C:C= /n二m=/似ている

-103-



平良方言の音節一覧表

1
P1-1]

I
[i]

hi=
[hi=]

kl ki
lkSl] [ki]

[艶 ] […;]

t i

[t i ]

d i

[d i]

lSsl,] [Ei]

bl bi
[b㌔] [bi]

cI C i

lLsl] ltSi]

zI Zi

〔dzl] [d3i]

ら s i

ls] lI i]

f fi
[f] [fi]

v vi
[Y〕 [vi]

∩ ni
[○] 〔ni]

m mi
〔叩] [mi]

ri
[r i]

a
[a]

ha
[ha]

ka
[ka]

[…芝]

ta
[ta]

de = da
[de:] [da]

[呂芸]

ba
[ba]

Ca
[lsa ]

Za
[dza]

S e: S a

〔∫ e:] [s a ]

f a
lfa]

Va
[vaコ

n a

[n a ]

m e : ma
[m e = ] [ma ]

r a

0=
[o=]

u
[u]

bu
[hu ]

ko; ku
[ko=][ku]

[…Si ] […: ]

to= tu
[to=] [tu]

do= du
[do:] [du]

[gSi ] [E3 ]

bo= bu
[bo=] [bu〕

CO: Cu
ltso:]ltsu ]

Z0: Zu
[dzo=][dzu ]

S0: S u

[so: 〕 [ s u コ

foご fu
[ro:〕 [fu]

Vu
[vu〕

nO: nu
[no:] 〔nu]

mO: mu
[mol:][mu〕

r0 : ru
〔 r a ] [ro =] [ru コ

[ j … ] [3･3…] [j uu]

0
0

0
0

●l
■ー

■1
,lI一

･1
a

cdB

rl

打
札

a
a
a
a

-j

恥

.月
山

]
▼一
▼▲

]
▼▲▼■

庸 … ] lt,i:…]

[Sj… 書目 まjS…] [3juui ]

抽 出 ::]

[EL Z ] [Ej3… ] 臨 …]

[紙 lfi.? …] 融 …]

毘 … 1 品 呂…] 磁 器 〕

lsj:1;日 S13 …〕 lsJ:…:1

lfjg〕

[墨 〕

1

a:ほ ]

農 芸]

[墨 〕

甜 …]

漂いtj=ib欝 駄 繍 お 蹴 ,}結 弘 享 L l孟 Lb{+ し 管 の み じ か い音節の招例が
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